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大学もしくは大学院で初めてパーソナルコンピュータ(以下、パソコン)、場合によってはスー

パーコンピュータ（以下、スパコン）などを用いて計算しようという方を対象に、知っておいて

いただきたい基礎知識を説明します。「京」が 2011 年 6 月と 11 月に Top500 で世界一になりまし

たが、急激にパソコンや研究室のクラスタマシンなどが進展し、ほとんどの方が大規模なシステ

ムを利用せず、パソコンで研究を進められ、正しい基礎を勉強されないままに大学を卒業してい

かれることを残念に感じています。せっかく大学にいるのだから、その間に最先端のスパコン

(HPC: High Performance Computer)につながる知識も勉強してください。あくまで概念の記述に

重点をおいていますので、最新の情報や詳細は、マニュアルや各センターなどの WEB やテキスト

などを参照してください。それらを理解できる下地を作りたいというのが、この記事の目的です。 

プロセッサのマルチコア化や分散メモリによる並列化は、世の中の流れになっています。手元

のパソコンだけで当面はこと足りそうだとしても、最初に読んでいただければ参考になるテキス

トとしてホームページで公開しているものから抜粋し、加筆修正しました。元のテキスト[1]も機

会があればご参照いただけたら幸いです。 

私は、理工系の情報系以外の学生の方がスパコンを使ってシミュレーションをされるのをサポ

ートしてきましたが、基礎的なことは学習したことがない、あるいは習ったことはあるけど忘れ

たなど、基礎的な概念がつかめていない方も多いです。ほんの 10 年前までは、パソコンがパワフ

ルだったわけではないので、計算しようとされる初心者の皆さんには端末室に来て作業していた

だき、分からないことをその都度説明することができました。しかし、最近はみなさん研究室（ひ

ょっとしたら自宅）からネットワーク経由で利用されるので、直接指導する機会が減っています。

また、分からないことは研究室の先輩に教えてもらうというのが難しい方も増えているように感

じています。たとえ大型の計算機を使う必要がなくても、気軽に質問していただきたいと思って

いますが、質問するのも難しいですよね。講習会も活用していただくとよいのですが、都合があ

わなくて、受講する機会がないままに卒業される方も多いでしょう。スパコンや計算機システム

は、どんどん変化しています。研究室のまわりの方が（たとえ教授の先生でも）最新の正しい情

報をご存じとは限りません。気楽に各センターのシステム管理者や相談窓口にお問い合わせくだ

さい。 

 スパコンと一口で言いますが、定義は時代とともに変わりますし、種類もいろいろあります。

東北大学に導入されている NEC 製の SX というスパコンはベクトル並列型と呼ばれるもので、シス

テムについて特殊なことを勉強しなくても、少し勉強して素直にプログラムを作ると簡単に性能

を引き出すことができます。ベクトル化は簡単です。理解してプログラミングを行うと、パソコ

ンなどのプログラミングの基礎にもなりますし、並列化への発展も可能です。ベクトル化と並列
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大規模科学計算システムを有効に活用していただくために、平成 11 年度より、利用額に応じて負

担額を軽減する割引制度を実施してきました。平成 24 年度は以下のとおり実施しますのでご活用願

います。 
 

              平成 24 年度の利用負担金割引制度の�� 

 

1.  実施期間は平成 24 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日までです。  

2.  実施の対象はスーパーコンピュータ、並列コンピュータの演算負担経費です。したがって、 

ファイル負担経費および出力負担経費は含まれません。  

3.  支払責任者ごとに集計した累計利用額に応じて負担額はつぎのように減額されます。  

4.  申請などは不要で、すべての支払責任者（利用者）が適用となります。 

 

利 用 額 負 担 額 

10 万円まで  利用額と同じ 

10 万円を超え 100 万円まで  10 万円 

100 万円を超え 500 万円まで （100 万円を超える利用額の 1/2）＋ 10 万円 

500 万円を超え 1000 万円まで （500 万円を超える利用額の 1/3）＋ 210 万円 

1000 万円を超え 2000 万円まで （1000 万円を超える利用額の 1/4）＋ 375 万円 

2000 万円以上 （2000 万円を超える利用額の 1/5）＋ 625 万円 

 

    請求書は 4 半期ごとに発行されますが、割引制度は 1 年間の利用額の累計に対して適用されます。 

(請求額 ＝ 4 月からの利用額の累計に割引制度を適用した金額 － 請求済額) 
     

負担金項目と負担額 

区 分 項  目 負   担   額 

演 算 

負担経費 

スーパー 

コンピュータ 

 バッチ処理  演算時間 １秒につき 0.4 円 

 会話型処理  演算時間 １秒につき  2 円 

並 列 

コンピュータ 

 バッチ処理  演算時間 １秒につき 0.1 円  

 会話型処理  演算時間 １秒につき 0.2 円 

 ファイル負担経費            1MB・ 日につき 0.1 円  

 出 力 負 担 経 費 
大判プリンタによるカラープリンタ用紙 

             1 枚につき 600 円 

備考  

1. 負担額算定の基礎となる測定数量に端数が出た場合は、切り上げる。  
2. 並列コンピュータで並列処理した場合の演算時間は経過時間とする。  
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